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日立グループにおける資源循環の取り組みF E A T U R E D  A R T I C L E S

循環型社会に向けた建設機械の
部品再生事業のグローバル展開

渋谷 純｜Shibuya Jun

建設機械に不具合や故障が発生した場合，故障した部品を現場で取り外し，サービス工場へ
持ち込んで分解修理をすると復旧までにかなりの時間を要してしまう。一方，新品部品と交換す
ると修理費用が高価になり，また故障した部品がそのまま産業廃棄物となってしまう。
これらの問題を解決するのが再生部品である。使用済みの部品を車体より回収し，再生工場で
の必要な内部部品の交換を経て新品同様の品質と性能を持った部品として再製造・販売するこ
とで，早期の機械復旧，修理コスト低減，また産業廃棄物削減を実現する。今後はこの部品再
生事業を進化させ，さらなる環境負荷低減と収益性向上，またグローバル化を推し進めていく。

1. はじめに

現在，数多くの建設機械が世界中の過酷な現場で稼働
しており，都市開発や資源開発などにおいて必要不可欠
な設備となっている。この建設機械が故障して稼働を停
止すると現場自体が止まってしまうため，いかなる場合
でも早急に機械を復旧させるということは各建機メー
カーにとって顧客満足度向上のための非常に重要な課題
となっている。
機械の復旧に関しては壊れた大物部品（エンジン，油
圧シリンダやモータなど）を取り外し，サービス工場で
の修理を経て，再び車体まで運んで取り付けるというの
が一般的ではあるが，この場合，壊れている箇所の特定
から修理に必要な部品の入手に時間を要し，早急な車体
復旧が難しい。一方，新品の大物部品を壊れたものと交

換すると車体の復旧までの時間が大きく低減できるが，
一般的に新品部品は高価であるため，低コストで修理を
行いたいという顧客要望には応えられず，また交換済み
の部品はそのまま産業廃棄物となってしまう。
これらの問題を解決するものが再生部品である。再生
部品とは図1に示す厳密な作業工程を経て，使用済み部
品を新品と同等の機能を持つ部品として再製造したもの
である。
再生部品は新品部品の6～7割程度の価格で顧客に販
売されるため，修理コストを低減でき，また壊れた大物
部品と現場で交換することで機械復旧時間を大きく短縮
するため，顧客満足度の向上において重要な役割を果た
す。また壊れた部品を再利用するため，産業廃棄物の量
を大きく減らし，環境負荷低減に貢献するものとして評
価されており，2018年には日立建機株式会社として「資
源循環技術・システム表彰 経済産業省産業技術環境局長
賞」と「リデュース・リユース・リサイクル推進功労者
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等表彰 リデュース・リユース・リサイクル推進協議会会
長賞」を受賞している。

2.  日立建機の
グローバル再生事業について

日立建機グループは現在，日本，オーストラリア連邦，
インドネシア共和国，ザンビア共和国，中国，インド，
米国に再生工場を有している。各地の再生工場で取り扱
う部品には地域特性があるが，グループ全体で見た場合，
再生部品として図2に示すコンポーネントを主に取り
扱っている。
超大型ショベル，ダンプトラックと呼ばれる車体の部
品は1点1点のサイズが非常に大きく重量がある。再生部
品として取り扱っている品目のうち，一番重いものはダ
ンプトラックの走行減速機でその重さは12 tある。これ

は一般的な軽自動車12～13台分の重さに相当し，このよ
うな大型部品を再生することで大きな省資源，廃棄物減
量効果を実現している。これ以外にも多くの部品を捨て
ずに再使用する技術を保有しているため，スクラップ量
を大幅に削減しており，日立建機グループ再生事業全体
で見ると年間約2,900 t1）の廃棄物減量効果がある。
経済的な効果も大きい。顧客にとっては最新の再生技
術で製造された高機能の製品を手頃な価格で購入できる
ため，特に再生工場を有するオーストラリア，インドネ
シア，ザンビアで稼働している超大型ショベル，ダンプ
トラック用の再生部品は需要が旺盛であり，2018年度は
この3か国で約170億円の再生部品売上を記録し，またこ
の3か国を含めたグローバルでの再生部品の売上高は約
208億円であった。また余計な産業廃棄物を出さなくな
るため，廃棄物処理の費用を大きく抑えられるというメ
リットもある。

部品
回収

分解
検査

加工
修理 組立 性能

試験 塗装 出荷

図1｜再生部品の製造工程
使用済み部品を回収後，分解や検査などのプロセスを経て新品同様の性能を持つ部品として再製造される。

発電機 油圧シリンダ

走行装置

走行減速機
ACモータ

センタージョイント
旋回装置

油圧ポンプ
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図2｜再生部品の主なラインアップ
建設機械を構成するコンポーネントの中で，再生品
として供給している主要部品を示す。

注：略語説明
AC（Alternating Current）
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3. 再生事業の課題と対策

3.1

再生工場のない国と地域への再生部品供給

再生事業は環境的にも経済的にも効果が大きいが，こ
のような再生ビジネスモデルを構築するには状態の良い
使用済み部品の確実な回収が必要不可欠である。使用済
みの部品が回収できない場合，また大きく破損して再利
用が不可能な部品しか回収できない場合，再生事業は成
立しない。現在，日立建機グループの再生事業において，
再生工場を有する前述の国と地域では顧客も再生事業の
仕組みを理解し，再生部品を購入した際には使用済みの
部品を返却するというフローが確立している。
一方，再生工場を有しない国と地域においては，再生
部品販売後，国境をまたいだ使用済み部品の回収に関し
て輸送費や関税などのコストアップが避けられず，また
再利用可能な部品を返却しなければならないという顧客
意識も根付いていないため，これまで再生事業は積極的
に展開されてこなかった。
この課題を克服し再生部品のグローバル供給を行うた
め，まずグローバル展開している物流業者と協業し，国
境をまたいで使用済み部品を回収する際の仕組み作りを
推し進めている。例えば日本製の再生部品をヨーロッパ
市場に供給した際は，日立建機ヨーロッパ統括会社で各
代理店から回収すべき使用済み部品の数を管理して回収
し，それを物流会社へ引き渡し，輸送費用低減のために
コンテナで一括して日本へ返却するという運用を開始し
た。東南アジアでは物流会社と契約を結び，再生部品を
販売した各国からの使用済み部品を回収し，再生部品製
造工場へ返却するという業務をアウトソーシングする方

針で進んでいる。
顧客に対しては，再生部品の販売促進活動を進める過
程で，再生部品を使用するメリットと，コアの返却の重
要性を理解してもらうための啓発活動を，各種資料を準
備して進めている。

3.2

加工修理技術のさらなる開発と
部品の再利用判定技術の向上

再生部品は顧客にとって低コストで，かつ新品と同等
の性能を持つものでなければならない。これを実現する
ためには，同じ部品を繰り返し使用して再生を続け，製
造コストを下げる必要があるが，一方で同じ部品を使い
続けることで各部品が金属疲労などにより使用中に破損
してしまうリスクが高まり，新品同等の性能品質を維持
することが難しくなるというジレンマを抱えている。こ
の課題を解決するものとして加工修理技術の開発と再利
用判定の精度向上の2点を進めている。
長時間使用された部品には摩耗や小さな亀裂などが見
られることがある。そのような部品を再利用すると機械
の故障につながるリスクがあるため，少しの摩耗や亀裂
でもスクラップ処理せざるをえない部品が多々あり，こ
れらを再利用できるようにする加工修理技術の開発は大
きな課題であった。現在はこの加工修理技術の開発を開
発ロードマップに従って進めており，再利用可能な部品
の種類を増やし，世界中の再生工場で製造コストを下げ，
かつ新品部品と同等の機能を持つ再生部品の製造を実現
している（図3参照）。まだ開発途中もしくは実機検証中
の新技術があるため，今後もこれらの実用化をめざし加
工修理技術の向上を実現していく。
また長時間使用された歯車部品など，摩耗や亀裂など
の変化が認められなくても金属疲労などで破損するリス

錆 亀裂

（1）調査 （2）再生方法の研究 （3）試作 ・ 評価

（1）ピストン衝撃荷重
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（2）クッション圧力 事故品

・ 品質を守れるか。
・ 性能を出せるか。

・ 故障頻度はどのくらいか。
・ 部品費が高いものはどれか。

不具合事象の分析と対策

最大応力部

コーナーR部 O-リング溝部

コーナーR部
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応力集中部がクラック発生部位と一致 → クラック発生原因と推定

図3｜新しい再生技術の開発事例
故障頻度や経済性を調査し優先順位を決め，同じ部品をより長く安全に使用するための対策を考案している。
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クが徐々に高まる部品も存在している。このような見た
目から故障リスクの有無を判断できない部品について
は，再利用の可否を明確に判断する基準が存在せず，再
生部品の品質保持の観点からスクラップ処理で対応して
いた。そこで現在，国立研究開発法人産業総合研究所な
どの研究機関と共同で，非破壊で組織的な変化や硬さ，
残留応力といった機械的性質の変化を捉え，信頼性の高
い余寿命予測・再利用判定を行うための技術開発を進め
ている。
これらの研究開発は産業廃棄物を削減し循環型社会を
実現するうえで非常に重要であり，1日でも早い実用化
が期待される。

4.  日立建機のめざす
未来の再生事業について

欧州において循環経済（Circular Economy）政策が法
規制に盛り込まれ始めるなど，今後グローバル規模で循
環型社会の構築という潮流は進むと思われる。この流れ
の中でメーカーとして使用済み部品を回収し，再び製品
を生み出すという再生事業の担う役割は大きくなってい
き，具体的には現在よりさらに多くの国や地域へ再生部
品の安定供給を行う必要が出てくると想定される。再生
部品の販売は部品の単なる安売りではないため，再生部
品の供給量が増えれば増えるほど，回収しなければなら
ない使用済み部品の数も世界の各国と地域で増加してい
くが，現時点ではその確実な回収を行う世界的な基盤整
備はまだ不十分である。将来的にはどの国と地域に未回
収の部品がいくつあるのかを一元的に管理する仕組みも
構築していく必要があり，また安定的に再生事業を継続
していくためには，顧客に対し資源循環や地球環境保全
を訴えるだけではなく，再生部品が魅力のある製品であ
り続ける必要がある。安価に再生部品を供給するための
製造コスト削減，新品同様の品質，必要な時に必要な再
生部品がすぐに入手できるという顧客の視点に立った施
策を推進していきたいと考えている。

5. おわりに

本稿では，現場で稼働する建設機械から部品を回収し，
新品部品と同等の性能を有する部品として再製造し販売
するという再生事業について述べたが，この事業が引き
続き循環型社会という新たな仕組みの中で競争力を保持
しグローバル展開していくためには，一企業単体の取り
組みでは限界がある。日立グループの持つ技術や知見，
サプライチェーンを活用し，今後はより広範囲かつ広角
的な事業として再生事業を推進していく。

執筆者紹介

渋谷 純
日立建機株式会社 ライフサイクルサポート本部 部品事業部 

再生センタ 所属
現在，再生事業のグローバル化に従事

参考文献
1） 日立建機トピックス，グローバルでの部品再生事業の取り組みが「資
源循環技術・システム表彰」の経済産業省技術環境局長賞を受
賞（2018.10）， 
https://www.hitachicm.com/global/jp/news-jpn/news-topics/
topics18-10-17j/



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


